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●工事状況 代表写真《床仕上げ完了状況》

工事かわら版を毎月発行します。次回は7月下旬です。
発行：清水・須山・中村組特定建設工事共同企業体
工事のお問い合わせはこちらまで TEL:053-488-5601

●GLOBAL CAFE《焼きとうもろこし日和》

●ヒトワザ！ 工事排水管理について…

ニンより

各階での壁仕上げ作業が進み、壁の次は床の仕
上げ作業に移行しています。床の左官補修を行っ
た後⾧尺シート張りを各階行っていき、いよいよ
完成形が見えてきました。内装工事も終盤になり、
仕上げ物を傷つけないように今まで以上に注意し
て作業していきます。

また、昨年上屋を解体した南館の基礎部分の解
体と、渡り廊下棟の内装解体が始まりました。屋
内外問わず熱中症に気を付け、病院関係者・第三
者の方に配慮しながらの作業を進めています。

●工程

6月19日(木)に現場事務所で焼きとうもろこしイベントを開催し、
250本を焼き上げました。多い本数ですがJV職員と職⾧会一同で
一丸となって力を合わせ、香ばしい香りに誘われて、皆さん自然
と笑顔になりました。

ミャンマーの私の家族がピーナッツやとうもろこし栽培をして
いるので、焼きたてのとうもろこしを頬ばると、故郷の風景や家
族の姿が思い出され、心がほっと温かくなりました。

暑さの中で働く皆様に元気を届けることができ、楽しいひと時
でした。こういった催し物を通して竣工に向け関係者一同「ONE 
TEAM」で取り組んでいきます。

大塚さん

南館基礎解体工事では、コンクリートの躯体解
体に伴いアルカリ成分が発生し、掘削した土と湧
水や雨水が混じることで、アルカリ性かつ濁った
水が発生します。今回は河川・湖沼への排水のた
め、水質汚濁防止法に基づいて汚水を基準値へ調
整した上で排水する必要があります。

そこで登場するのがノッチタンクとＰＨ調整機
です。現場でポンプアップした水をノッチタンク
へ入れて濁度を調整し、ＰＨ調整機にてアルカリ
性を中和し、基準値内にして排水を実施していま
す。

焼きとうもろこしの香ばしい香り

①ノッチタンクで
濁度調整

②PH調整機で中性化

③排水

中性化と濁度調整完了を確認


